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抄録  
 

  
本研究の目的は，中学生の well-being とスポーツ実施の関係について，ソーシャルキャ

ピタル（以下 SC と称す）や保護者の意識との関連から明らかにすることである．そこで

中学生を中心とした子どもの well-being と SC に関する先行研究の知見をまとめ，次

に中学生の well-being についてスポーツの実施や SC の視点から調査を行った．  
研究 1 では，34 件の文献が抽出された．そしてこれらの文献を，「調査対象」「研究手

法」「研究目的」の 3 項目により分析した．「調査対象」は「子ども」が 14 件（41.2%）と

最も多く，次いで「保護者」が 4 件（11.8%），「子どもと保護者」3 件（8.8%）の順にな

っていた．「研究手法」は，量的研究が 22 件（64.7%），質的研究が 7 件（20.6%），量的・

質的研究を組み合わせたものが 4 件（11.8%）で，文献研究が 1 件（2.9%）であった．「研

究目的」としては，「健康と SC の関係」を明らかにしようとしたものが 14 件（41.2%），

次いで「スポーツと SC の関係」を扱ったものが 13 件（38.2%），そして「子どもに対す

る保護者の関わり」を明らかにしようとしたものが 7 件（20.6%）となっていた．  
研究 2 では，研究 1 でまとめた資料を参考に，中学生の well-being とスポーツの実

施と SC に関する調査項目を検討し，実際に地域の中学校で調査を実施した．対象者は

都市郊外にある A 中学校の 1 年生及び 2 年生 246 名（男子：152 名，女子 110 名）とその

保護者である．親子でマッチングできた 185 名を分析対象とした．子どものスポーツ実施

については，保護者が子どもと一緒に運動や野外活動をすることと関連が見られた． SC
については，親の SC と子どもの SC については直接的な関連は見られなかった．保護者

の SC は，保護者自身の主観的健康感や生活満足感と関連していることが示された．   
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Relationship between Well-being and Sports among the 

Junior High Student 

―Particularly a social capital and interrelatedness with the consciousne ss of 

the parents as a viewpoint―  
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Abstract 
 

 
The purpose of this study was to clarify the relationship between well -being and 

sports of the junior high school students, and to discuss the effects of social capital 
(SC) and their parents’ consciousness.  The study was set the process of two stages. In 
the first of this paper, we considered about previous studies about well-being of junior 
high school students and SC published between 2009 and May 2014(Study 1). In the 
second section of this paper we surveyed well-being of junior high school students from 
the viewpoint of sports and SC(Study 2). 

In Study 1, we extracted 34 issues. And these previous studies examine by 3 
categories (research interest, research method, research object).  

In study 2, a questionnaire survey was conducted with 246 junior high school 
students (1st and 2nd grade, 152 boys, 110 girls) and their parents in January 2015. 
Totally, 185 matching parent-child data were analyzed. The results indicated that the 
physical activity of the students was related to the sports with  their parents. However, 
the direct effect of parent’s SC on their children’s was not shown. Parent’s SC was 
associated with their self-rated health and life satisfaction in this study. 
 
Key Words：Junior high student，Well-being，Sports，Social capital，Parents 
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１．はじめに 

 
UNICEFFのInnocenti Research Centre（2007）

の報告や柴田ら（2008）の子どもにおけるQOLの

調査の結果によると，子どものwell-beingには，本

人，家族をはじめ，学校や友達といった子どもを取

り巻く環境が不可欠な要素とされ，その重要性が示

されている．また中山ら（2011）は，「児童生徒の

Well-Being」とは，「子どもの健康への親の心がけ」

という認識が，「親子のコミュニケーション」や「ス

ポーツ」注 1）といった実践活動を経由して規定され

るものであることを報告している．そのため中学生

のwell-beingを検討するにあたっては，スポーツと

合わせて家族，地域社会といったいわゆるソーシャ

ルキャピタル（以下SCと称す）の視点から明らか

にする必要性があると考えられる． 
近年では，子どもたちの健康やwell-beingについ

て，学校や家庭，地域との関連から包括的に検討し

ている報告が少なくない．藤沢ら（2007）は，地区

単位のSCが主観的健康感に影響を及ぼすことを報

告しており，そのためSCは健康との関連や影響が

あることを指摘している．また寺内ら（2014）は，

壮年期就労者の抑うつ状態に影響を与える要因の

ひとつに，SCがあることを報告し，SCの醸成が壮

年期就労者の抑うつ対策に有効であるとしている．

それ以外には，学校への愛着によって，健康に関す

るリスク行動やうつ症状が減少すること（Rogers 
and Rose，  2002）や学校での帰属意識が高いこ

とが主観的健康感の向上やうつ症状の低下に繋が

り，健康リスク行動も減少していくこと（Morgan 
and Haglund，2009）等が報告されている． 
これらのようにSCと健康との関連性はこれまで

相当数報告されているものの，中学生のwell-being
を含む健康に関連する要因を，スポーツやSCとの

関係から検討している報告はあまりなされていな

いようである．そのため，中学生のwell-beingをス

ポーツやSCとの関係から明らかにし，その構造を

提示することで，地域社会全体で取り組みを行うこ

との必要性やその支援のための理論を示すことが

できると考えられる． 
 

２．目的 
 
本研究は，中学生のwell-beingとスポーツ実施の

関係について，SC や保護者の意識との関連から明

らかにすることを目的とする．研究1では，中学生

を中心とした子どもの well-being とスポーツ及び

SC に関する先行研究の知見をまとめる．研究 2 で

は，研究 1 でまとめた資料を参考に，中学生の

well-beingとスポーツの実施とSCに関する調査項

目を検討し，実際に地域の中学校で調査を実施する． 
 
３．研究1 先行研究の検討 
 
3.1 目的 
中学生，スポーツ，SC，well-beingに関する文献を

サーベイし，研究論文と形式的な分析から，研究の動

向について概観する． 
3.2 手順及び方法 
文献検索では本研究に関する論文を網羅するため海

外の文献検索には，PubMed，SPORTDiscus を，我

が国の文献検索には Cinii を用いて検索した．検索範

囲は，2009 年～2014 年 5 月とした．なお「中学生」

「スポーツ」「SC」「well-being」を検索語とし，この

中から学会口頭発表やコラム，エッセイ，あるいは検

索語のいずれかを主題としない，もしくは検索語とは

関連しない文献や重複文献を除き 34 件の文献を抽出

した（表 1）．そしてこれらの文献を「調査対象」「研

究手法」「研究目的」の3項目により分析した． 
3.3 分類内容と結果 
「調査対象」別に分類した結果，「子ども」が14件

（41.2%）と最も多く，次いで「保護者」が4件（11.8%），

「子どもと保護者」3件（8.8%），「大人」3件（8.8%），

「子どもとスポーツ活動の関係者」2件（5.9%），「保

護者とスポーツ活動の関係者」2 件（5.9%）と続く．

これ以外には「スポーツ活動の関係者」1件（2.9%）

や「行政担当者とスポーツ活動の関係者」1件（2.9%），

「子ども，保護者，スポーツ活動の関係者，教師，地

域団体職員」1件（2.9%）であった． 
「研究手法」を量的研究，質的研究，量的研究・質

的研究を組み合わせた研究，文献研究に分類してみた

結果，量的研究が 22 件（64.7%），質的研究が 7 件

（20.6%），量的・質的研究を組み合わせたものが4件

（11.8%）で，文献研究が1件（2.9%）であった．  
「研究目的」としては，「健康とSCの関係」を明ら

かにしようとしたものが14件（41.2%）と最も多かっ

た．次いで「スポーツと SC の関係」を扱ったものが

13 件（38.2%），そして「子どもに対する保護者の関

わり」を明らかにしようとしたものが 7 件（20.6%）

となっていた． 
SC に関する研究においては，これまで量的研究や

文献研究が，その割合の多くを占めていたことが報告

されてきた（空閑，2010；井上ら，2013）注 2）．だが

今回抽出された論文では，それ以外の研究手法を用い

た研究も一定数存在していた．また，子どものスポー

ツ活動を通じて保護者の SC が醸成されている

（Sean，2014）といったように SC が家族や地域

社会との構造的な関係の中で築かれているという

報告もあり，我が国の中学生のwell-beingを検討す

る際にも，構造的な検討が重要であると考えられる． 
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４．研究2 中学生のwell-beingに関する調査 
 
4.1 目的 
中学生が健康で安定した生活を実現できている

状態を Well-being とし，また畠中・木村（2011）
の定義を使用しながら，学校生活や健康的な生活習

慣やスポーツ実施と親子のコミュニケーション，地

域への愛着や関わり等といった，子どもたちが充実

して楽しく生活することと関連する要因を明らか

にすることを目的として，自記式の質問紙調査を実

施した． 
4.2 方法 
1）調査対象 
都市郊外A市のコミュニティスクール（学校運営

協議会制度）において，機縁法にて協力を得られた

A 校の 1～2 年生（男子；152 名，女子；110 名）

とその保護者とした． 
2）調査方法 
保護者の調査票は，生徒が自宅へ持ち帰り記載後，

封筒に入れて学校へ提出し，生徒はクラスごとで調

査を実施した．生徒との調査が終了後，それぞれの

保護者の封筒へ生徒の調査票を封入し，親子がマッ

チングできるようにした． 
3）調査内容 
生徒用は，基本属性（学年，性別，クラブ活動の

有無），主観的健康感，生活習慣（スポーツの実施

状況，睡眠状態，朝の目覚めの気分，朝食摂取，食

事の状況），生活習慣の知識，学校や家庭の楽しさ，

夢中になっていること，保護者とのコミュニケーシ

ョン（4 項目），思春期用主観的幸福感（10 項目），

自己効力感（15項目），学校と近隣に関する地域の

愛着（12項目）とした．保護者用は，基本属性（子

どもの性別，子どもとの関係），子どもの生活習慣

で気を付けていること，子どもの食生活で気を付け

ていること子どもとの会話，生活習慣に関する心が

け，SC（6項目）とした． 
4）分析方法 
生徒と保護者それぞれを集計し，生徒のスポーツ

の実施とSCやwell-beingとの関係について，χ二

乗検定，t 検定，相関分析を用いて分析した．分析

にはSPSS19を用いた．学年別の分析において，ほ

とんど差が見られなかったため，性別でのχ二乗検

定を行った．分析の仮説は，図1の通りとした． 
5）倫理的な配慮 
本調査は，無記名自記式の調査であり，本調査へ

の回答は自由意志によるものである．本研究は，国

士舘大学大学院スポーツ・システム研究科及び体育

学部の研究倫理審査委員会の承認を受け実施した

（2014年9月承認）． 

 

図１ 子どもの Well-being に関する仮説的モデル

図 

学校生活

（友達・先生・スポーツ）

中学生の

自己効力感

地域への愛着（ソーシャルキャピタル）
地域・家庭を含めた支援環境・ネットワーク・信頼・規範

中学生の健康（well-being）
QOL（主観的健康）、主観的幸福感、ライフアセッツ

生活習慣

（食事・睡眠・スポーツ）

親子の

コミュニケーション

 
 
4.3 結果と考察 
1）調査票の回収数と分析対象者 
調査票の回収数は，生徒は 246 名（1 年生；134

名，2年生；112名），保護者は212名（1年生；123
名，2年生；89名）であった．回収率は，生徒93.8％，

保護者80.4％であった．そのうち，親子のデータを

マッチングできた185ペアを分析対象者とした．基

本属性については，表2の通りである．クラブ活動

については，7割以上が体育系のクラブに所属して

いると回答した．また保護者の調査への回答は，約

9割が母親の回答であった． 
  
表2 対象者と基本属性 

人 ％

性別 男 114 61.6

女 71 38.4

学年 1年生 96 51.9

2年生 89 48.1

クラブ活動 体育系クラブ 135 73

文科系クラブ 30 16.2

参加していない 12 6.5

無回答 8 4.3

保護者の回答 父 8 4.3

母 166 89.7

祖母 1 0.5

その他 4 2.2

無回答 6 3.2

 
 
2）主な調査項目の基礎集計 
子どもたちの主観的健康感とスポーツ実施に関

する項目については，表3に示した．主観的健康感

については男女の回答に有意差は見られなかった．

外遊びや体育以外のスポーツ実施の有無，スポーツ
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の楽しさや体力への自信については，統計学上の有

意差が認められた．女子よりも男子に外遊びや体育

以外のスポーツをしていると回答した割合が多く，

「運動が楽しい」や「体力に自信がある」と回答し

た者が多い傾向にあった． 
 
表 3 主観的健康感とスポーツ実施に関する項目 

 
次に，子どもたちの生活習慣と学校や家庭の楽し

さ等についての項目の結果については，表4に示し

た．平日の就寝時刻のみ，男女で統計学上の有意差

が認められた（p=0.002）が，それ以外の項目につ

いては，男女において有意差は認められなかった．

平日の就寝時刻については，男子は午後 10 時代に

就寝する割合が多く，女子は0時代に就寝する割合

が多い傾向であった．女子のほうが夜更かしの傾向

が見られた． 
 

表 4 生活習慣と学校・家庭の楽しさ等 

 
保護者との会話に関する結果は，表 5 に示した．

「保護者はあなたのことを理解していると思うか」

の項目以外は，男女で統計学上の有意差が認められ

た．「保護者と顔を合わせて話すか」については，

男子よりも女子が良く話していると回答し，「保護

者と学校のことについて話す」や「保護者と将来の

ことを話す」という回答も，同様の傾向が見られた． 
 
表 5 保護者との会話の状況について 

 
3）保護者データの基礎集計 
回答した保護者の回答の基礎集計について，表5

に示した．子どもの健康状態については，よい・ふ

つうといった回答が9割以上であった．また，保護

者本人の主観的健康感については，「非常に健康で

ある」「まあ健康である」といった，肯定的な回答

が約9割であった．生活満足感についても「とても

満足」「まあまあ満足」といった肯定的な回答が 7
割以上であった．子どもと一緒にスポーツや野外活

動をしているかについては，「あまりしていない」

「全くしていない」という回答が8割以上であった．

次に，子どもとのコミュニケーションについては，

「子どもに自分の仕事の話をする」「子どもと顔を

あわせて話す」「子どもと学校のことについて話す」

のいずれの項目においても，8 割以上の保護者が，

「よく話している」「時々話している」といった回

答であった． 
次に，SCについては，「地区安全」「近所の助け」

「気軽に世話してくれる」「医療安全」「気軽に挨拶

する」「将来も済み続けたい」の 6 項目について回

答してもらった．「気軽に世話してくれる」につい

ては，肯定的な回答が49.2％と5割をきっていたが

が，そのほかの項目では，54.6～71.3％と肯定的な

回答が見られた． 
保護者からみた子どもの様子で気になることに

ついては，複数回答で回答してもらった．「就寝時

間が遅い」や「朝の寝起きが悪い」といった生活習

慣にかかわることのほか，「気分にむらがある」「す

ぐ疲れたという」「何かイライラしている」といっ

た不定愁訴的なものから，「肩や腰や手足を痛がる」

「よく腹痛を訴える」「頭痛を訴える」といった身

体的なことが上がっていた． 
保護者の子どもへの健康づくりの心がけについ

ては，「食生活に気をつける」「規則正しい生活」「睡

眠や休養をとらせる」「運動やスポーツをさせる」

といった順に回答が見られた．また，食生活への心

項　目 選択肢 男 ％ 女 ％ 全体 ％ p値

よい 37 34.9% 27 42.2% 64 37.6%

ふつう 61 57.5% 36 56.3% 97 57.1%
悪い 8 7.5% 1 1.6% 9 5.3%
いつもしている 11 10.2% 3 4.3% 14 7.9%
しているときの方が多い 47 43.5% 13 18.8% 60 33.9%
していないときの方が多い 47 43.5% 39 56.5% 86 48.6%
していない 3 2.8% 14 20.3% 17 9.6%
毎日している 31 28.4% 9 13.0% 40 22.5%
している日の方が多い 57 52.3% 35 50.7% 92 51.7%
していない日の方が多い 14 12.8% 9 13.0% 23 12.9%
していない 7 6.4% 16 23.2% 23 12.9%
とても楽しい 57 52.3% 24 34.8% 81 45.5%
楽しい 45 41.3% 32 46.4% 77 43.3%
あまり楽しくない 6 5.5% 11 15.9% 17 9.6%
まったく楽しくない 1 0.9% 2 2.9% 3 1.7%
かなり自信がある 6 5.6% 0 0.0% 6 3.4%
ある程度自信がある 54 50.0% 22 32.4% 76 43.2%
あまり自信がない 37 34.3% 33 48.5% 70 39.8%
自信がない 11 10.2% 13 19.1% 24 13.6%

＊欠損値は除外した。

運動楽しい

p=0.031

体力に自信があ
るか

p=0.010

主観的健康
n.s

外遊び

p=0.000

体育以外の運動

p=0.003

項　目 選択肢 男 ％ 女 ％ 全体 ％ p値

よく話している 58 53.2% 52 74.3% 110 61.5%

時々話している 36 33.0% 15 21.4% 51 28.5%
あまり話していない 13 11.9% 3 4.3% 16 8.9%
全く話していない 2 1.8% 0 0.0% 2 1.1%
よく話している 25 22.9% 31 44.3% 56 31.3%
時々話している 48 44.0% 32 45.7% 80 44.7%
あまり話していない 28 25.7% 6 8.6% 34 19.0%
全く話していない 8 7.3% 1 1.4% 9 5.0%
よく話している 10 9.2% 17 24.3% 27 15.1%
時々話している 46 42.2% 24 34.3% 70 39.1%
あまり話していない 43 39.4% 25 35.7% 68 38.0%
全く話していない 10 9.2% 4 5.7% 14 7.8%
とても理解している 25 24.0% 22 32.8% 47 27.5%
理解している 66 63.5% 36 53.7% 102 59.6%
あまり理解していない 8 7.7% 9 13.4% 17 9.9%
ほとんど理解していない 5 4.8% 0 0.0% 5 2.9%

＊欠損値は除外した。

保護者と学校の
ことについて話す

p=0.001

保護者と将来の
ことで話す

p=0.047

保護者は理解し
ているか

n.s

保護者と顔を合
わせて話す

p=0.027

項　目 選択肢 男 ％ 女 ％ 全体 ％ p値

9時より前 1 0.9% 2 2.9% 3 1.7%

9時台 7 6.4% 5 7.2% 12 6.7%
10時台 48 44.0% 17 24.6% 65 36.5%
11時台 39 35.8% 23 33.3% 62 34.8%
0時台 9 8.3% 21 30.4% 30 16.9%
1時以降 5 4.6% 1 1.4% 6 3.4%
6時間未満 4 3.7% 4 5.8% 8 4.5%
6時間以上7時間未満 21 19.3% 20 29.0% 41 23.0%
7時間以上8時間未満 40 36.7% 22 31.9% 62 34.8%
8時間以上9時間未満 34 31.2% 15 21.7% 49 27.5%
9時間以上10時間未満 10 9.2% 6 8.7% 16 9.0%
10時間以上 0 0.0% 2 2.9% 2 1.1%
とてもあてはまる 11 10.2% 5 7.1% 16 9.0%
ややあてはまる 48 44.4% 30 42.9% 78 43.8%
ややあてはまらない 33 30.6% 30 42.9% 63 35.4%
まったくはあてはまらない 16 14.8% 5 7.1% 21 11.8%
毎日食べる 97 89.8% 57 81.4% 154 86.5%
食べるほうが多い 7 6.5% 10 14.3% 17 9.6%
食べない方が多い 4 3.7% 2 2.9% 6 3.4%
まったく食べない 0 0.0% 1 1.4% 1 0.6%
とても楽しい 32 29.4% 24 34.3% 56 31.3%
楽しい 64 58.7% 37 52.9% 101 56.4%
あまり楽しくない 11 10.1% 9 12.9% 20 11.2%
まったく楽しくない 2 1.8% 0 0.0% 2 1.1%
よく知っている 33 30.3% 25 35.7% 58 32.4%
知っている 63 57.8% 38 54.3% 101 56.4%
あまり知らない 9 8.3% 7 10.0% 16 8.9%
全く知らない 4 3.7% 0 0.0% 4 2.2%
そう思う 12 11.1% 7 10.0% 19 10.7%
ややそう思う 64 59.3% 37 52.9% 101 56.7%
あまりそう思わない 25 23.1% 23 32.9% 48 27.0%
そう思わない 7 6.5% 3 4.3% 10 5.6%
とても楽しい 32 29.6% 25 36.2% 57 32.2%
楽しい 62 57.4% 39 56.5% 101 57.1%
あまり楽しくない 12 11.1% 4 5.8% 16 9.0%
まったく楽しくない 2 1.9% 1 1.4% 3 1.7%
とても楽しい 34 31.2% 28 40.0% 62 34.6%
楽しい 65 59.6% 35 50.0% 100 55.9%
あまり楽しくない 9 8.3% 6 8.6% 15 8.4%
まったく楽しくない 1 0.9% 1 1.4% 2 1.1%

＊欠損値は除外した。

学校は楽しい

n.s

家庭は楽しい

n.s

食事は楽しい

n.s

心身の健康三要
素の知識

n.s

健康的な生活習
慣が身について
いる

n.s

平日就寝時間

n.s

朝の目覚めの気
分はよい方だ

n.s

朝食摂取

n.s

平日就寝時刻

p=0.002
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がけでは，「主食，主菜，副菜をそろえる」「野菜を

多くとらせる」「食事を規則正しくさせる」「家族揃

って食事をする」といった順に回答が見られた． 
 
表 6 保護者データの基礎集計 

 
4）保護者の意識と中学生の意識の関連 
それぞれ保護者の「SC スコア」，「子どもの気に

なる症状」，「健康づくり心がけ」，「食生活心がけ」，

「子どもと運動・野外活動」，「子どもと仕事人生の

話をする」，「顔合わせて話をする」，「学校のことに

ついて話をする」，「保護者の主観的健康」，「生活満

足感」と，子どもの「主観的幸福感スコア」，「自己

効力感スコア」，「SC スコア」，「子どもの主観的健

康」，「外遊びしているか」，「体育以外運動をしてい

る」，「運動楽しい」，「学校楽しい」，「家庭楽しい」，

「顔合わせて話す」，「学校のことについて話す」，

「将来について話す」，「保護者は理解している」と

いった項目について相関分析を行った．表6に結果

を示す． 
「保護者のSC」は，「子どもの気になる症状」と

は有意の負の相関を示した（ｒ＝-0.169）．また，「子

どもと運動・野外運動をする」，「保護者の主観的健

康感」，「生活満足感」，「子どもの主観的健康感」と

有意な弱い正の相関が見られた（ｒ＝0.164～
0.233）． 
「子どもと運動・野外活動をする」ことと関連し

た項目は，「保護者が子どもと人生・仕事の話をす

る」，「顔を合わせて話をする」こと，「学校のこと

について話をする」ことと有意な弱い正の相関が見

られた（ｒ＝0.181～0.212）．子どもの項目では，「外

遊びをしている」，「体育以外の運動をしている」，

「運動をたのしい」と思っていることのほか，「保

護者と学校のことについて話す」，「将来のことにつ

いて話す」に，有意な弱い正の相関が見られた（ｒ

＝0.149～0.223）． 
「子どもの主観的幸福感」と関連のある項目は，

「保護者の子どもの気になる症状」と有意な負の相

関が見られた（ｒ＝-0.340）．子どもの主観的幸福

感が高いと，保護者が子どもの気になる症状は減少

しているという結果であった．また，「保護者の主

観的健康感」とも有意な正の相関が認められた（ｒ

＝0.157）．子どもたち自身の項目としては，「SCス

コア」，「自己効力感」，「主観的健康感」，「体育以外

の運動をしている」，「学校楽しい」，「家庭楽しい」，

「顔合わせて話す」，「学校のことについて話す」，

「将来について話す」，「保護者は理解している」と

いった項目であり，有意な正の相関が認められた

（ｒ＝0.201～0.408）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項　目 選択肢 人 ％

よい 114 61.6

ふつう 66 35.7
悪い 1 0.5
わからない 1 0.5
無回答 3 1.6
非常に健康である 43 23.2
まあ健康である 121 65.4
あまり健康ではない 17 9.2
健康でない 2 1.1
無回答 2 1.1
とても満足している 41 22.2
まあまあ満足している 99 53.5
どちらともいえない 27 14.6
あまり満足していない 12 6.5
満足していない 4 2.2
無回答 2 1.1
よくしている 8 4.3
時々している 25 13.5
あまりしていない 69 37.3
全くしていない 82 44.3
無回答 1 0.5
よく話している 45 24.3
時々話している 109 58.9
あまり話していない 24 13.0
全く話していない 4 2.2
無回答 3 1.6
よく話している 138 74.6
時々話している 39 21.1
あまり話していない 7 3.8
無回答 1 0.5
よく話している 79 42.7
時々話している 85 45.9
あまり話していない 19 10.3
全く話していない 1 0.5
無回答 1 0.5
そう思う 30 16.2
どちらかと言えばそう思う 85 45.9
どちらともいえない 48 25.9
どちらかと言えばそう思わない 13 7.0
そう思わない 4 2.2
わからない 4 2.2
無回答 1 0.5
そう思う 50 27.0
どちらかと言えばそう思う 74 40.0
どちらともいえない 36 19.5
どちらかと言えばそう思わない 6 3.2
そう思わない 2 1.1
わからない 16 8.6
無回答 1 0.5
そう思う 26 14.1
どちらかと言えばそう思う 39 21.1
どちらともいえない 52 28.1
どちらかと言えばそう思わない 19 10.3
そう思わない 35 18.9
わからない 11 5.9
無回答 3 1.6
そう思う 38 20.5
どちらかと言えばそう思う 73 39.5
どちらともいえない 45 24.3
どちらかと言えばそう思わない 10 5.4
そう思わない 11 5.9
わからない 6 3.2
無回答 2 1.1
そう思う 53 28.6
どちらかと言えばそう思う 79 42.7
どちらともいえない 38 20.5
どちらかと言えばそう思わない 8 4.3
そう思わない 3 1.6
わからない 3 1.6
無回答 1 0.5
そう思う 41 22.2
どちらかと言えばそう思う 60 32.4
どちらともいえない 50 27.0
どちらかと言えばそう思わない 6 3.2
そう思わない 18 9.7
わからない 9 4.9
無回答 1 0.5

医療安全

気軽に挨拶する

将来も住み続けたい

子どもと自分の人生仕事の話

子どもと顔を合わせて話す

子どもと学校のことについて話す

地区安全

近所の助け

気軽に世話してくれる

子どもの健康状態について

主観的健康感

生活満足感

子どもと運動・野外活動
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表 7 保護者の意識と中学生の意識の関連 

 

 

 

   
５．まとめ 

 
都市郊外 A 中学校の生徒とその保護者の調査

結果から，以下のことが明らかになった． 
1） 子どものスポーツ実施については，保

護者が子どもと一緒にスポーツをするこ

ととの関連が見られ，親と一緒にスポーツ

をすることにより，子どもの外遊びや体育

以外の活動へとつながり，スポーツの楽し

さに関連していた． 
2） SC については，親の SC と子どもの

SC については直接的な関連は見られなか

った．保護者のSC は，保護者自身の主観

的健康感や生活満足感と関連しているこ

とが示された． 
3） 子どものSCは，保護者が子どもと顔を

合わせて話をすることと関連していたが，

子ども自身の項目では，「運動が楽しい」，

「学校が楽しい」，「家庭が楽しい」といっ

た well-being に関連する項目と，「保護者

との会話」が関連していることが明らかに

なった． 
本調査は，都市郊外A中学校1校の調査結果で

あり，今後は，中学生だけではなく，小学生，高

校生，大学生といった青少年とその保護者等にも

調査して，外的妥当性を高めることや，欠損値を

少なくさせることによって，バイアスを少なくさ

せ，内的妥当性を高めることが研究課題である．

また，スポーツの実施やSC・Well-being との関

連や親子の認識の構造について仮説図に基づき

共分散構造分析を用いて，総合的構造的に関連を

明らかにすることも課題である． 
 

注 
 
注 1） 本研究では「スポーツ」を運動を含む広い

意味で用いている．ただし，調査対象者へ分

かりやすくするため，調査票の中では「体育」

や「運動」「野外活動」を用いて調査を行って

いる． 
注 2） 空閑（2010）は我が国のSC の研究を分析

する中で，文献研究と事例研究が最も多くそ

の割合がいずれも 150 文献中 51 件であった

ことを報告している．井上ら（2013）は我が

国における SC と健康に関わる文献の中で，

量的研究の割合が90.7%であったとしている． 
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